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平成３０年第１２回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 平成３０年１２月２６日午後１時３０分、下記の件の議定のため、平成３０年第１２回

栗原市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第  ３  事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号  農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ５ 報告第 ２号  使用貸借権の解約通知について 

日程第 ６ 議案第 １号  農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ７ 議案第 ２号  農地転用事業計画変更承認申請について 

日程第 ８ 議案第 ３号  農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ４号  農用地利用集積計画について 

日程第１０ 議案第 ５号  農用地利用配分計画について 

日程第１１ 議案第 ６号  非農地証明願について 

日程第１２ 議案第 ７号  栗原農業振興地域整備計画の変更について 

 

 

１ 出席委員 （２４名） 

１番 三 浦  正 勝 委員、      ２番 大 黒  昭 夫 委員、  

３番 阿 部  一 信 委員、      ４番 吉 田  優 俊 委員、 

５番 岩 淵  敬 一 委員、      ６番 佐 竹  きみ子 委員、 

７番 狩 野  善 典 委員、      ８番 大 場  裕 之 委員、 

９番 曽 根  金 雄 委員、     １０番 千 葉  優 子 委員、 

  １１番 鈴 木  春 江 委員、     １２番 尾 形  陽一郎 委員、 

  １３番 及 川  正 一 委員、     １４番 多 田  仁 一 委員、 

  １５番 佐々木  吉 司 委員、     １６番 菅 原  英 俊 委員、 

１７番 岩 渕    弘 委員、     １８番 佐々木    弘 委員、 

１９番 佐 藤    勝 委員、     ２０番 狩 野  和 義 委員、 

２１番 秋 山  憲 義 委員、     ２２番 米 山  嘉 彦 委員 

２３番 黒 澤  光 啓 会長職務代理者、２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

 

２ 欠席委員 （０名） 
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３ 議事に参与した者 

事務局長      小野寺  昭 仁 

事務局長補佐    阿 部  泰 憲 

主幹兼農地農政係長 小野寺    崇 

農地農政係 主査  菅 原  賢 一 

農地農政係 主事  千 葉  和 哉 

 

 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

 

 

議長（会長） 

ご起立願います。「ご苦労様です。」ご着席願います。 

只今から、平成３０年第１２回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 

 

議長（会長） 

ただいまの出席委員は２３名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

 

 

議長（会長） 

 遅刻の通告があいます。 

 議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者から、所要のため遅刻する旨の通告があ

ります。 

       

 

 

議長（会長） 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

なお、議案説明等のため、事務局長ほか、関係職員を出席させております。 
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議長（会長） 

日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

 議事録署名委員は、議席番号 １６番 菅原 英俊 委員、 

議席番号 １７番 岩渕  弘 委員の両名を指名いたします。 

 

 

 

議長（会長） 

日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りいたします。本総会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、これに、ご異

議ございませんか。 

 

―［異議なし］の声― 

 

議長（会長） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本総会の会期は、本日１日間と決定しました。 

 

 

 

議長（会長） 

日程第３、事務報告を行います。 

事務局長から報告いたします。 

 

事務局長 

１１月２９日から１２月２６日までの事務・事業結果並びに１２月２７日から翌年１

月２９日までの事務・事業予定について、報告。 

 

議長（会長） 

これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

 

 

議長（会長） 

日程第４、報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告しま

す。 

第１区の番号１番から４番までの４案件、 
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第２区の番号５番から１０番までの６案件、 

第３区の番号１１番から１３番までの３案件、 

併せて、１３案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、一迫地区の田８筆 １４，５８７㎡、新たな賃貸借権設定を行う

ための、農地法第３条の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号２番は、一迫地区の田４筆 ５，１７１㎡、売買を行うための、基盤法の賃貸借権

設定解約の１案件、 

番号３番は、瀬峰地区の田２筆 １，２１２㎡、 

番号４番は、瀬峰地区の田４筆 ２，９５０㎡、 

いずれも、自作を行うための、基盤法の賃貸借権設定解約の２案件、 

第２区の番号５番は、若柳地区の田２筆 ２，５７３㎡、 

番号６番は、若柳地区の田１筆 １，４８３㎡、 

いずれも、自作を行うための、農地法第３条の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号７番は、若柳地区の田２筆 ４，４７２㎡、 

番号８番は、若柳地区の田６筆 １４，４０１㎡、 

いずれも、売買を行うための、基盤法の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号９番は、志波姫地区の田６筆 ９，８０３㎡、自作を行うための、農地法第３条の

賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１０番は、志波姫地区の田６筆 ５，４１１㎡、自作を行うための、基盤法の賃貸

借権設定解約の１案件、 

第３区の番号１１番は、栗駒地区の田１筆 ４，７０２㎡、売買を行うための、基盤法

の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１２番は、鶯沢地区の田２筆 ３，８８７㎡、自作を行うための、農地法第３条の

賃貸借権設定解約の１案件 

番号１３番は、鶯沢地区の田１２筆 ８，０２４㎡、売買を行うための、基盤法の賃貸

借権設定解約の１案件 

以上、１３案件を説明報告。 

 

議長（会長） 

これで、日程第４、報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、報

告を終わります。 
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議長（会長） 

日程第５、報告第２号 使用貸借権の解約通知について、を報告いたします。 

第１区の番号１番及び２番の２案件、 

第２区の番号３番及び４番の２案件、 

併せて、４案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１９筆 ４１，４２１㎡、畑７筆 １８，３１０㎡、

合計 ５９，７３１㎡、 

番号２番は、築館地区の田２筆 ６，０５４㎡（持分２分の１）、 

いずれも関連案件で、農業後継者へ贈与を行うための、親子間による農地法第３条の使

用貸借権設定解約の２案件、 

第２区の番号３番は、若柳地区の田１９筆 １３，５４３㎡、新たに賃貸借権設定を行

うための、親子間による農地法第３条の使用貸借権設定解約の１案件 

番号４番は、若柳地区の田１筆 ３３０㎡、畑２筆 ４１６㎡、合計 ７４６㎡、農業

後継者へ贈与を行うための、親子間による農地法第３条の使用貸借権設定解約の１案件 

以上、４案件を説明報告  

 

議長（会長） 

これで、日程第５、報告第２号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 

 

 

 

議長（会長） 

日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

初めに、第１区の番号１番から１０番までの１０案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 ５６㎡、耕作不便ための、相手方の要望に

よる所有権移転売買の１案件、 

番号２番は、築館地区の田７筆 ９，０４７㎡、畑１筆 ７，７６８㎡、合計 １６，

８１５㎡、 

番号３番は、築館地区の田２４筆 ４７，６１７㎡、畑８筆 １８，３８１㎡、合計 

６５，９９８㎡、 

番号４番は、築館地区の田２筆 ６，０５４㎡（持分２分の１）、 
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番号３番と４番は関連案件で、いずれも、農業後継者へ経営継承するための、親子間に

所有権移転贈与の３案件、 

番号５番は、一迫地区の田１筆 ３６７㎡、畑１筆 ４３６㎡、合計 ８０３㎡、遠

隔地居住にて耕作管理が困難なための、相手方の要望による所有権移転売買の１案件、 

番号６番は、一迫地区の田１筆 ６３５㎡、耕作不便のための、相手方の要望による

親戚への所有権移転贈与の１案件 

番号７番は、瀬峰地区の畑１筆 ５３６㎡、耕作利便を図るための、相手方の要望によ

る所有権移転売買の１案件、 

番号８番は、瀬峰地区の田３筆 ６，３３８㎡、 

番号９番は、瀬峰地区の田２４筆 ７３，５０８．５１㎡、畑１２筆 ６８，２４３．

５３㎡、合計 １４１，７５２．０４㎡、 

関連案件で、いずれも、農業後継者へ経営継承するための、家族間による所有権移転贈

与と使用貸借権設定の２案件、 

番号１０番は、瀬峰地区の田３８筆 ３３，１５８㎡、畑６筆 ７，６６６㎡、合計 

４０，８２４㎡、経営継承者（長男）死亡のための、新たな農業後継者（次男）による使

用貸借権設定の１案件、 

以上、１０案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

次に、去る１２月２０日、議席番号１番 三浦 正勝 委員、農地利用最適化推進委

員の 鈴木 孝夫 委員及び 佐々木 栄夫 委員が現地確認調査を行っておりますの

で、その結果の報告をお願いたします。 

それでは、佐々木 栄夫 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 栄夫 推進委員 

議案第１号については、築館総合支所で机上調査を行ってまいりました。 

番号１番から１０番までの詳細については、事務局から説明あったとおりであり、耕

作不便や相手方の要望による売買、老齢による親子・孫への経営継承の贈与や使用貸借

権設定となっており、許可にあたっては、審査基準要件である全部効率要件や地域調和

要件を勘案しますと、特に問題ないものと判断いたしました。ご審議の程、よろしくお

願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 
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―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号１１番から２６番までの１６案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号１１番は、若柳地区の畑５筆 １，９５９㎡、労力不足のための、相手方

の要望による所有権移転売買の１案件、 

番号１２番は、若柳地区の田１筆 ３３０㎡、畑２筆 ４１６㎡、合計 ７４６㎡、農

業後継者へ経営継承するための、親子間による所有権移転贈与の１案件、 

番号１３番は、若柳地区の田４筆 ３，００４㎡、畑２筆 １，１４３㎡、合計 ４，

１４７㎡、労力不足のための、相手方の要望による賃貸借権設定の１案件、 

番号１４番は、若柳地区の田１筆 １，００４㎡、 

番号１５番は、若柳地区の田１筆 ３，５１５㎡、 

いずれも、耕作利便を図るための、相手方の要望による賃貸借権設定の２案件、 

番号１６番は、若柳地区の田１９筆 １３，５４３㎡、労働力不足のための、相手方の

要望による賃貸借権設定の１案件、 

番号１７番は、若柳地区の田４８筆 ３１，４２３㎡、農業者年金継続受給のための、

親子間による使用貸借権設定の１案件、 

番号１８番は、金成地区の田１１筆 ９，６９５㎡、労力不足のための、相手方の要望

による賃貸借権設定の１案件、 

番号１９番は、金成地区の畑２筆 ２０，７９９㎡、 

番号２０番は、金成地区の畑１筆 ８，１９７㎡、 

番号２１番は、金成地区の畑２筆 ４０，４３３㎡、 

番号２２番は、金成地区の畑１筆 １５，０００㎡、 

番号２３番は、金成地区の畑１筆 １６，３４３㎡、 

番号２４番は、金成地区の畑２筆 ４０，２６６㎡、 

いずれも、経営規模拡大のための、相手方の要望による賃貸借権設定の６案件、 

番号２５番は、金成地区の田３筆 ２３，１７０㎡、畑２筆 ２，３２１㎡、合計 ２

５，４９１㎡、農業者年金継続受給のための、親子間による使用貸借権設定の１案件、 

番号２６番は、志波姫地区の田３７筆 ４４，５３５㎡、労力不足のための、経営規模

拡大による賃貸借権設定の１案件、 

以上、１６案件が許可要件を満たしているころを説明。 
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議長（会長） 

次に、去る１２月２１日、議席番号１８番 佐々木 弘 委員、農地利用最適化推進委

委員の 千葉 和恵 委員及び 上山 喜志雄 委員が現地確認調査を行っておりますの

で、その結果の報告をお願いたします。 

それでは、上山 喜志雄 推進委員から報告願います。 

 

上山 喜志雄 推進委員 

農地法第３条の許可については、志波姫総合支所において机上調査を行ってまいりまし

たので、報告いたします。 

若柳地区７件、金成地区８件、志波姫地区１件、合計１６件については、売買１件、贈

与1件、使用貸借健２件、残り全てが賃貸借権設定の案件であり、事務局の説明では、労

力不足や経営規模拡大によるものとのことであり、特に問題ないものと判断しました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。   

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号２７番から３０番までの４案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号２７番は、栗駒地区の田１９筆 ２２，１６７.８２㎡、畑５筆 １，６７

０㎡、合計 ２３，８３７.８２㎡、農業後継者へ経営継承するための、親子間による所有

権移転贈与の１案件、 

番号２８番は、栗駒地区の田４筆 ７，１７７㎡、労力不足のための、相手方の要望に

よる賃貸借権設定の１案件、 

番号２９番は、栗駒地区の畑１筆 ３２８㎡、農業者年金継続受給のための、親子間に

よる使用貸借権設定の１案件、 

番号３０番は、鶯沢地区の田７筆 ６，０２９㎡、労力不足のための、経営規模拡大に

よる賃貸借権設定の１案件、 

以上、４案件が許可要件を満たしていることを説明。 
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議長（会長） 

次に、去る１２月２１日、議席番号１６番 菅原 英俊 委員、農地利用最適化推進委

員の 佐藤 東一 委員 及び 佐藤 憲一 委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いたします。 

それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 東一 推進委員 

農地法第３条許可申請について、栗駒総合支所で書類審査を行ってまいりました。 

番号２７番は親子間による贈与、番号２８番は労力不足による賃貸借、番号２９番は

農業者年金受給による使用貸借、番号３０番は労力不足による賃貸借であり、許可にあ

たっては、審査基準要件である全部効率要件や地域調和要件を勘案しますと、特に問題

ないものと判断しました。ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番から

３０番までの３０案件は、原案のとおり許可することに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

１番から３０番までの３０案件は、原案のとおり許可することに、決定いたしました。  

 

 

 

議長（会長） 

日程第７、議案第２号 農地転用事業計画変更承認申請について、を議題といたしま

す。 
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第３区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号１番は、栗駒地区の田１筆 ２６８㎡、 

番号２番は、栗駒地区の田２筆 ３２３㎡、 

関連案件で、いずれも、居宅建築のため、昭和５７年９月に転用許可を受けたが、居宅

を建設せずに、平成２７年に番号１番と２番を一体利用し、太陽光発電施設を設置してい

たため、許可権限者である宮城県と協議し、始末書の提出をいただいた上で、計画変更申

請があった旨の２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、佐藤 憲一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 憲一 推進委員 

農地転用事業計画変更について、現地確認調査を行ってまいりました。 

詳細については、事務局から説明あったとおり、既に太陽光発電設備が設置されている

案件であり、私も平成２７年当時、申請人本人に許可を取っているのか聞いたときには、

許可を取っているとのことで、昭和５７年許可で建設可能と勘違いしていたようでありま

す。今回の申請は、法務局へ登記する上で発覚した案件であり、申請人本人から始末書の

提出をいただいた上での変更申請となっております。ご審議の程、よろしくお願いいたし

ます。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

議長（会長） 

 はい５番、岩渕 敬一 委員。 

 

５番 岩渕 敬一 委員 

 １点確認します。もう既に、太陽光発電設備が完成している案件で、法務局へ登記する

上で発覚した案件であるのか、再度確認します。 
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議長（会長） 

 事務局説明。 

 

事務局 

 現地確認調査報告でもあったように、平成２７年度に完成している施設で、昭和５７年

度に転用許可を取ってあったことから太陽光発電設備を設置したとのことであります。今

回は、法務局へ登記申請した際に発覚し、相談があったもので、県との協議の上、事業目

的が異なるため、始末書添付の上、今回の申請となった案件であります。 

 

議長（会長） 

 よろしいですか。他にありませんか。 

 はい１番、三浦 正勝 委員。 

 

１番 三浦 正勝 委員 

 昭和５７年に住宅を建築する目的で転用許可を受けた後、事業の着手や完成等の届出等

はなかったのか。さらに、平成２７年度に太陽光発電設備を設置する際などに、相談はな

かったのか。農業委員会としてもその辺のフォローというか事後確認が必要ではないか。 

 

議長（会長） 

 事務局説明。 

 

事務局 

 昭和５７年の許可決定後のフォローについては、合併前の旧町で行われていたと思いま

すが、合併後の引継事項には関連する部分が無く、当農業委員会としても把握していなか

った案件であります。合併後は、転用許可を行った後には、着手や完成等の報告を受け、

事実関係を確認しながら、また、事業計画に変更等があった場合や事業を取りやめた場合

には、事業計画変更申請書や許可返納届の提出をいただき、事後確認を行いながら事務処

理しているところであります。 

 

議長（会長） 

 ここで、暫時休憩します。 

 

議長（会長） 

 休憩をとき、会議を再開します。 

 他に質問ありませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 
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議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第２号 農地転用事業計画変更承認申請についての、番号１番及び２番

の２案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

―「異議なし」の声― 

  

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第７、議案第２号 農地転用事業計画変更承認申請についての、番号１番

及び２番の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

 

 

議長（会長） 

日程第８、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といた

します。 

初めに、第１区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 ２，２６０㎡の内１，０６６．５０㎡を賃貸

借権設定により借り受け、業務用用地として転用し、太陽光発電施設を設置し売電収入を

得るものであり、農地区分は、宅地に囲まれた小集団の生産性の低い第２種農地である旨

の１案件、 

番号２番は、一迫地区の田２筆 １，８３８㎡を所有権移転売買により譲り受け、業務

用用地として転用し、太陽光発電施設を設置し売電収入を得るものであり、農地区分は、

山林に囲まれた小集団の生産性の低い第２種農地である旨の１案件、 

以上、２案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、議席番号１番 三浦 正勝 委員から報告願います。 

 

１番 三浦 正勝 委員 

只今、事務局から説明あったとおりでありますが、１２月２０日に書類審査及び現地確
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認調査を行いました。 

番号１番は、現地を見ますと、住宅地に介在する第２種農地の畑であり、現在はパイプ

ハウスと野菜を作付けしておりました。許可にあたっては、転用に必要な最小面積である

ことや周辺住宅、周辺農地に与える影響は無いこと、さらには、文化財協議も調っている

とのことでありますので、特に問題は無いものと判断しました。 

番号２番は、現地を見ますと、転作田で牧草が作付けされている山林に囲まれた第２種

農地でありました。許可にあたっては、他の農地に与える影響はないものと確認してまい

りました。 

以上、２案件について報告いたします。ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号３番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号３番は、若柳地区の畑１筆 ３９９㎡を所有権移転売買により譲り受け、

業務用地として転用し、貸駐車場及び利用者用駐輪場を造成するものであり、農地区分

は、都市計画区域の用途指定地域内に存する第３種農地である旨の１案件が許可要件を満

たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、千葉 和恵 推進委員から報告願います。 

 

千葉 和恵 推進委員 

農地法第５条許可申請について、１２月２１日に現地確認調査を行ってきました。 

詳細については、事務局から説明あったとおり、農地区分は第３種農地で、廻りは住宅

やアパートが建ち並んでいる地域であります。許可にあたっては、特に問題はないものと

判断してまいりましたので、ご審議の程、よろしくお願いします。 
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議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号４番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号４番は、先に審議した、議案第２号 農地転用事業計画変更承認申請の関

連案件で、新たな権利異動が生じるための申請であり、栗駒地区の田２筆 ３２３㎡を所

有権移転贈与により弟から贈与を受け、業務用用地として転用し、太陽光発電施設を設置

し売電収入を得るものであり、農地区分は、集落等に囲まれた小集団の生産性の低い第２

種農地である旨の１案件が、許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、佐藤 憲一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 憲一 推進委員 

農地法第５条許可についてでありますが、本件は、先ほど農地転用事業計画変更承認申

請で審議した関連案件で、弟から兄へと兄弟間の贈与を伴うことからの申請となっており

ます。事業計画については、先ほどの説明したとおりでありますので、ご審議の程、よろ

しくお願いします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
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議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号１番から

４番までの４案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

―「異議なし」の声― 

  

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第８、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号

１番から４番までの４案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

 

 

 議長（会長） 

ここで、午後 ２時４５分まで休憩といたします。 

 （休憩 午後 ２時３０分から ２時４２分まで） 

 

 

 

議長（会長） 

それでは、休憩を解き、会議を再開します。（午後 ２時４２分） 

 

議長（会長） 

 日程第９、議案第４号、農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第１区の番号１番の１案件を審議します。 

議席番号８番 大場 裕之 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４３分）（ ８番 大場 裕之 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４３分） 
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それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田３筆 ３，０７０㎡、新規の賃貸借権設定である旨

の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番の１案件は、原案を

可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番の１案件

は、原案を可とすることに決しました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号８

番 大場 裕之 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４５） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４５分） 

次に、第２区の番号２６番の１案件を審議します。 

議席番号１９番 佐藤 勝 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 
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議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４５分）（ １９番 佐藤  勝 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４５分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号２６番は、金成地区の田２筆 １，０８７㎡、新規の賃貸借権設定である

旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号２６番の１案件は、原案

を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号２６番の１案件

は、原案を可とすることに決しました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

９番 佐藤 勝 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４６分） 
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議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４７分） 

次に、第３区の番号３１番、番号４２番及び４３番の３案件を審議します。 

議席番号１５番 佐々木 吉司 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願い

ます。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４７分）（ １５番 佐々木 吉司 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４７分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号３１番は、栗駒地区の田２筆 ２，６５７㎡、新規の賃貸借権設定であ

る旨の１案件、 

番号４２番は、栗駒地区の田１筆 １，５０３㎡、 

番号４３番は、栗駒地区の田８筆 ４，２２３㎡、 

いずれも、更新の賃貸借権設定である旨の２案件、 

以上、３案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号３１番、番号４２番及び

４３番の３案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号３１番、番号４
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２番及び４３番の３案件は、原案を可とすることに、決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

５番 佐々木 吉司 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４９分） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４９分） 

次に、第１区の番号２番から１５番までの１４案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第１区の番号２番は、築館地区の田８筆 ９，８７５㎡、農地中間管理機構による新規

の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号３番は、高清水地区の田９筆 ８，１７７㎡、 

番号４番は、高清水地区の畑１筆 ４，０８０㎡、 

いずれも、所有権移転売買である旨の２案件、 

番号５番は、高清水地区の畑２筆 ２，４４４㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案

件、 

番号６番は、一迫地区の田４筆 ５，１７１㎡、所有権移転売買である旨の１案件、 

番号７番は、一迫地区の田１７筆 １３，８３７㎡、 

番号８番は、一迫地区の田２筆 ６，６７４㎡、 

いずれも、新規の賃貸借権設定である旨の２案件、 

番号９番は、一迫地区の田４筆 ６，４４０㎡、 

番号１０番は、一迫地区の田１筆 １，２２６㎡、 

番号１１番は、一迫地区の田１筆 ３７７㎡、 

番号１２番は、一迫地区の田３筆 ３，８０７㎡、 

いずれも、更新の賃貸借権設定である旨の４案件、 

番号１３番は、一迫地区の田１３筆 ２２，６８１㎡、農地中間管理事業による新規の

賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号１４番は、瀬峰地区の田３筆 １，４８９㎡、 

番号１５番は、瀬峰地区の田４筆 ３，１９７㎡、 

いずれも、新規の賃貸借権設定である旨の２案件、 
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以上、１４案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号１６番から２５番までの１０案件、番号２７番から２９番までの３

案件、併せて１３案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第２区の番号１６番は、若柳地区の田１筆 ２，０６５㎡、 

番号１７番は、若柳地区の田１筆 ５２７㎡、 

番号１８番は、若柳地区の田３筆 １２，１３９㎡、 

番号１９番は、若柳地区の田１筆 ２，０１５㎡、 

番号２０番は、若柳地区の田２筆 ４，４７２㎡、 

番号２１番は、若柳地区の田１３筆 １１，０６０㎡、 

いずれも、所有権移転売買である旨の６案件、 

番号２２番は、若柳地区の田６筆 ４，７９７㎡、 

番号２３番は、若柳地区の田６筆 ４，７４１㎡、 

いずれも、関連案件で所有権移転交換である旨の２案件、 

番号２４番は、若柳地区の田３筆 １０，６８５㎡、 

番号２５番は、若柳地区の田４筆 １４，４３０㎡、 

いずれも、新規の賃貸借権設定である旨の２案件、 

番号２７番は、金成地区の田２１筆 ２６，６４９㎡、新規の賃貸借権設定である旨の

１案件、 

番号２８番は、金成地区の田４筆 ４，７１４㎡、畑１筆 １７０㎡、合計 ４，８８

４㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号２９番は、志波姫地区の田１筆 ２，００７㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１

案件、 

以上、１３案件を説明。 
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議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号３０番の１案件、番号３２番から４１番までの１０案件、番号４４

番から４６番までの３案件、併せて１４案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第３区の番号３０番は、栗駒地区の田１筆 ４，７０２㎡、所有権移転売買である旨の

１案件、 

番号３２番は、栗駒地区の田１筆 ２，４５５㎡、 

番号３３番は、栗駒地区の田２筆 ５９８㎡、 

番号３４番は、栗駒地区の田１筆 ８５０㎡、 

番号３５番は、栗駒地区の田５筆 １１，４２３㎡、 

番号３６番は、栗駒地区の田５筆 ６，９８７㎡、 

番号３７番は、栗駒地区の田４筆 １２，１７０㎡、 

番号３８番は、栗駒地区の田２筆 ８３５㎡、 

番号３９番は、栗駒地区の田８筆 １３，８３２㎡、 

番号４０番は、栗駒地区の田５筆 ８，３７６㎡、 

いずれも、新規の賃貸借権設定である旨の９案件、 

番号４１番は、栗駒地区の田２３筆 ２３，６５５㎡、新規及び更新の賃貸借権設定で

ある旨の１案件、 

番号４４番は、栗駒地区の田８筆 １１，１２６㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１

案件 

番号４５番は、鶯沢地区の田３筆 ３，９０６㎡、 

番号４６番は、鶯沢地区の田３筆 ４，１９１㎡、 

いずれも、新規の賃貸借権設定である旨の２案件 

以上、１４案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 
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   ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号２番から２５番までの２

４案件、番号２７番から３０番までの４案件、番号３２番から４１番までの１０案件、番

号４４番から４６番までの３案件、併せて４１案件は、原案を可とすることに、ご異議ご

ざいませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号２番から２５番

までの２４案件、番号２７番から３０番までの４案件、番号３２番から４１番までの１０

案件、番号４４番から４６番までの３案件、併せて４１案件は、原案を可とすることに決

しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

 

 

議長（会長） 

 日程第１０、議案第５号 農用地利用配分計画について、を議題といたします。 

第１区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

 貸し人は、全て農地中間管理機構となります。 

第１区の番号１番は、築館地区の田８筆 ９，８７５㎡、新規の賃貸借権設定である旨

の１案件、 

番号２番は、一迫地区の田１３筆 ２２，６８１㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１

案件、 

以上２案件は、農用地利用集積計画関連案件となる旨を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第５号 農用地利用配分計画についての、番号１番及び２番の２案件

は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

   ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第５号 農用地利用配分計画についての、番号１番及び２番

の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

 

 

議長（会長） 

 日程第１１、議案第６号 非農地証明願について、を議題といたします。 

第３区の番号１番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

 

事務局 

第３区の番号１番は、栗駒地区の畑１筆 ７，４２２㎡、願出地は、昭和５０年代から

耕作しておらず、原野化し現在に至っているものであり、今後も農地として復旧する見込

みがないことから、原野への地目変更を願い出た旨の１案件を説明。 

  

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号１６番 菅原 英俊 委員から報告願います。 

 

１６番 菅原 英俊 委員 

 議案第６号 非農地証明願いについて、現地確認調査を行ってまいりましたので、報告

いたします。 

番号１番は、資料の現況写真でも分かるように、現地を確認しますと、長年にわたり不

耕作状況が続き、竹やぶ等で山林化している状態でありました。農地としての復元にはか
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なり難しい状況でありましたので、許可にあたっては止むを得ないものと判断しました。    

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第６号、非農地証明願についての、番号１番の１案件は、原案のとおり

承認することに、ご異議ございませんか。 

      

―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第６号 非農地証明願についての、番号１番の１案件は原案

のとおり承認することに決しました。 

 

 

議長（会長） 

 日程第１２、議案第７号 農業振興地域整備計画の変更について、を議題とします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第１区の番号２番の１案件を審議します。 

議席番号１番 三浦 正勝 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ３時 ３分）（ １番 三浦 正勝 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ３時 ３分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

初めに、今回の案件は、全て用途区分に変更であり、田 ７．２１ａ、畑 ３．６５

ａ、合計 １０．８６ａを農地から農業施設用地への用途変更するものであります。 

第１区の番号２番は、一迫地区の畑１筆 ３６５㎡、農機具の種類が増え、従来の作業

場では不足していることから、農機具格納庫兼作業場を新築するための用途変更で、農地

区分は、農業施設用地となるので、不許可の例外規定に該当する旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、鈴木 孝夫 推進委員から報告願います。 

 

鈴木 孝夫 推進委員 

 ２番の案件について、２０日に書類審査及び現地確認を行ってまいりました。 

事務局から説明あったとおり現地を確認しますと、農機具格納庫兼作業場を新築するも

ので、周辺農地にも影響は無いことを確認してまいりました。農地転用許可との調整につ

いても、特に問題は無いものと判断してきましたので、ご審議の程、よろしくお願いいた

します。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第７号 農業振興地域整備計画の変更についての、番号２番の１案件

は、問題なしと意見を附し、栗原市長に通知することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１２、議案第７号 農業振興地域整備計画の変更についての、番号２番

の１案件は、問題なしと意見を附し、栗原市長に通知することに決しました。 
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議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

番 三浦 正勝 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ３時 ９分） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ３時 ９分） 

次に、第１区の番号１番１案件を審議します。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、既に選果直売施設及び駐車場として利用している土地であり、農

用地利用計画の担当課である農業政策課へ始末書を提出している案件であり、築館地区の

田２筆 ４８５㎡、園芸施設栽培施設の老朽化と従業員増員により、選果直売施設の拡大

に伴う用途変更となるもので、農地区分は、農業施設用地となるので、不許可の例外規定

に該当する旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、鈴木 孝夫 推進委員から報告願います。 

 

鈴木 孝夫 推進委員 

 ２番の案件についても、事務局から説明あったとおり現地を確認しますと、既に選果直

売施設及び駐車場として利用している土地でありましたが、選果直売施設の拡大に伴う用

途変更となるもので、周辺農地にも影響は無いことを確認してまいりました。農地転用許

可との調整についても、特に問題は無いものと判断してきましたので、ご審議の程、よろ

しくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 
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議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号３番の１案件を審議します。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

 第２区の番号３番は、志波姫地区の田２筆 ２３６．２㎡、既存敷地内の農機具格納庫

には、全て格納できず、新たな農機具格納庫が必要となったことによる用途変更で、農地

区分は、農業施設用地なので不許可の例外規定に該当する旨の１案件を説明。なお、この

案件は、既に着工されており、農業委員や最適化推進委員の指導により、番号１番同様に

農業政策課へ始末書を提出し、今回に申請に至った旨を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１８番 佐々木 弘 委員から報告願います。 

 

１８番 佐々木 弘 委員 

 去る１２月２１日に現地確認を行ってきました。 

 事務局から説明があったとおり、既に単管パイプで施設らしき建物が建っており、春先

から再三にわたり指導した結果、今回の申請に至ったものであります。場所的には、周辺

農地にも影響は無く、特に問題は無いと判断してきましたので、ご審議の程、よろしくお

願いします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第７号 農業振興地域整備計画の変更についての、番号１番及び３番の

２案件は、問題なしと意見を附し、栗原市長に通知することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 
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議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１２、議案第７号 農業振興地域整備計画の変更についての、番号１番

及び３番の２案件は、問題なしと意見を附し、栗原市長に通知することに決しました。 

 

 

 

会長（会長） 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

よって、これで平成３０年第１２回栗原市農業委員会 総会を閉会いたします。 

ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

 

  ＜ 午後  ３時１８分 閉会 ＞ 

 

 

 

本会議の顛末を記録し、その正当なることを証するためここに署名捺印する。 

 

 

          議     長                 

 

 

          議事録署名委員                 

 

 

          議事録署名委員                 


